
社
団
法
人
鹿
児
島
県
猟
友
会

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
山

下
町
九
番
十
五
号

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
山

下
町
九
番
十
五
号

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

社
団
法
人
沖
縄
県
猟
友
会

沖
縄
県
那
覇
市
泉
崎
一

丁
目
二
番
二
号

沖
縄
県
那
覇
市
泉
崎
一

丁
目
二
番
二
号

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

社
団
法
人
全
日
本
狩
猟
倶
楽

部

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一

丁
目
十
九
番
十
五
号

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一

丁
目
十
九
番
十
五
号

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ
ル
射

撃
協
会

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一

丁
目
一
番
一
号

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一

丁
目
一
番
一
号

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

社
団
法
人
日
本
ク
レ
ー
射
撃

協
会

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一

丁
目
一
番
一
号
岸
記
念

体
育
会
館
内

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一

丁
目
一
番
一
号
岸
記
念

体
育
会
館
内

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

社
団
法
人
全
日
本
指
定
射
撃

場
協
会

東
京
都
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
一
丁
目
三
番
六

号

東
京
都
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
一
丁
目
三
番
六

号

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二

十
一
日

三
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

秋
田

一
彦

変
更
後

村
上

敏
雄
、
米
原

博
英
、
澤
田

親
寛
、
松
本
幸
智
夫
、
庄
野

宣
昭

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
五
日

四
\

試
験
の
業
務
を
行
う
部
門
の
専
任
の
管
理
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

秋
田

一
彦

変
更
後

小
林

勝
一

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
五
日

三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

青
木

秀
治
、
大
瀧

守
彦
、
岡
崎

恵
子
、
神
田

廣
行
、
à
山

健
二
、
鷹
羽

金
司
、

竹
端

和
男
、
千
野
慎
一
郎
、
鳴
澤

博
、
福
永

英
一
、
矢
野

主
税
、
山
下

俊
二
、

山
本

剛
、
吉
野

淳
司

変
更
後

遠
藤

吉
一
、
落
合

弘
康
、
松
本

中
一
、
矢
野

義
智
、
山
本

雅
之

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
四
日

四
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

窪
田

正
昭

変
更
後

林
田

博

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

五
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

秋
山

茂
久
、
上
田

光
明
、
上
野

正
明
、
木
名
瀬
健
夫
、
窪
田

正
昭
、
小
山

敏
、

近
藤

勉
、
佐
野

雅
宏
、
品
川
多
喜
士
、
天
満

良
明
、
中
西

康
文
、
南
雲

一
郎

変
更
後

稲
積

隆
、
碓
井

克
哉
、
須
藤

雅
直
、
東
條

祐
一
、
福
崎

哲
也
、
森

喜
好
、

盛
小
U

正
、
吉
田

直
優

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
日

平成™™年�月›日 金曜日 (号外第˜˜�号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
四
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
の
業
務
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

１

業
務
を
廃
止
し
た
者
の
名
称

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・
イ
ー
・
シ
ー

２

業
務
を
廃
止
し
た
者
の
住
所

東
京
都
新
宿
区
揚
場
町
二
丁
目
十
六
号

３

業
務
を
廃
止
し
た
者
の
登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣
登
録
第
三
十
五
号

４

廃
止
し
た
評
価
の
業
務
の
範
囲

評
価
の
業
務
の
全
部

５

廃
止
し
た
年
月
日

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
五
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
録
試
験
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

９

二

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
東
京
建
築
検
査
機
構

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
六
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

４

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

ハ
ウ
ス
プ
ラ
ス
住
宅
保
証
株
式
会
社

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
七
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

７

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
日
本
住
宅
保
証
検
査
機
構

š
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